
国

労

と

し

て

の

闘

い

の

基

本

は

、

①

職

場

に

お

け

る

要

求

実

現

運

動

の

構

築

、

②

働

く

ル

ー

ル

の

確

立

、

首

切

り

攻

撃

、

賃

下

げ

攻

撃

な

ど

雇

用

不

安

の

中

で

苦

し

む

地

域

の

仲

間

と

の

共

闘

・

連

帯

の

強

化

で

あ

り

、

改

憲

策

動

反

対

、

反

原

発

、

反

基

地

、

反

Ｔ

Ｐ

Ｐ

、

消

費

税

増

税

反

対

な

ど

平

和

と

国

民

生

活

擁

護

の

闘

い

で

幅

広

い

市

民

層

と

も

共

同

行

動

を

追

求

す

る

、

③

北

海

道

や

貨

物

に

顕

在

化

し

て

い

る

Ｊ

Ｒ

三

島

・

貨

物

会

社

の

構

造

問

題

の

解

消

、

新

幹

線

開

業

と

並

行

在

来

線

の

問

題

、

リ

ニ

ア

中

央

新

幹

線

建

設

問

題

の

検

証

と

総

合

交

通

政

策

や

政

策

提

言

の

実

現

、

安

全

・

安

定

輸

送

確

立

等

政

策

的

課

題

に

対

す

る

闘

い

の

強

化

、

を

掲

げ

て

い

ま

す

。統

一

重

点

要

求

と

し

て

は

、

定

期

昇

給

の

完

全

実

施

と

基

本

給

に

１

万

５

千

円

の

ベ

ー

ス

ア

ッ

プ

、

契

約

社

員

も

１

万

５

千

円

の

基

本

給

引

上

げ

、

ア

ル

バ

イ

ト

社

員

は

時

給

50

円

増

額

、

最

低

時

間

給

１

２

０

０

円

、

最

低

日

給

１

万

円

と

す

る

こ

と

、

と

し

て

い

ま

す

。

連

合

の

「

15

春

季

生

活

闘

争

方

針

」

で

は

、

「

賃

上

げ

」

「

時

短

」

「

政

策

・

制

度

実

現

の

取

組

み

」

を

3

本

を

柱

に

据

え

、

と

り

わ

け

中

小

・

非

正

規

を

中

心

と

し

た

「

底

上

げ

・

底

支

え

」

「

格

差

是

正

」

に

全

力

を

尽

く

す

と

し

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

、

す

べ

て

の

組

合

が

月

例

賃

金

に

こ

だ

わ

り

、

２

％

以

上

の

引

き

上

げ

を

求

め

る

と

同

時

に

（

定

昇

相

当

分

と

賃

上

げ

額

を

加

え

る

と

４

％

以

上

）

、

中

小

組

合

は

「

最

低

到

達

水

準

」

を

設

定

し

要

求

基

準

を

１

万

５

０

０

円

以

上

、

非

正

規

労

働

者

は

正

社

員

と

の

均

等

待

遇

を

目

指

し

「

最

低

到

達

水

準

」

を

設

定

し

て

時

給

37

円

以

上

の

引

き

上

げ

を

求

め

て

い

ま

す

。

全

労

連

や

純

中

立

、

地

域

共

闘

等

で

構

成

す

る

「

国

民

春

闘

共

闘

委

員

会

」

は

15

春

闘

方

針

の

ポ

イ

ン

ト

と

し

て

、

「

消

費

税

増

税

を

阻

止

し

、

実

質

賃

金

を

改

善

す

る

大

幅

賃

上

げ

の

実

現

」

「

憲

法

を

ま

も

り

い

か

す

共

同

の

前

進

で

、

安

倍

『

暴

走

』

政

治

を

ス

ト

ッ

プ

」

「

職

場

の

隅

々

に

運

動

の

風

を

吹

か

せ

、

全

組

員

参

加

、

仲

間

を

増

や

す

春

闘

」

「

持

続

可

能

な

地

域

社

会

を

つ

く

る

取

り

組

み

の

推

進

と

い

っ

せ

い

地

方

選

挙

」

を

掲

げ

て

い

ま

す

。

賃

金

要

求

額

は

「

実

質

賃

金

の

低

下

は

絶

対

に

認

め

ら

れ

な

い

と

こ

と

を

基

礎

に

、

ベ

ー

ス

ア

ッ

プ

に

こ

だ

わ

り

抜

き

ま

す

」

と

し

て

、

「

誰

で

も

ど

こ

で

も

月

額

２

万

円

以

上

、

時

間

額

１

５

０

円

以

上

」

を

求

め

て

い

ま

す

。

最

低

賃

金

要

求

に

つ

い

て

は

、

「

時

間

額

千

円

、

日

額

８

０

０

０

円

、

月

額

17

万

円

」

を

統

一

の

最

低

賃

金

要

求

目

標

額

と

し

て

い

ま

す

。

同

委

員

会

は

「

15

春

闘

勝

利

！

人

間

ら

し

く

生

活

で

き

る

大

幅

賃

金

引

上

げ

を

！

」

等

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

、

賃

金

要

求

は

実

質

賃

金

の

上

積

み

３

％

プ

ラ

ス

２

％

プ

ラ

ス

物

価

ア

ッ

プ

分

と

し

て

７

％

以

上

の

賃

上

げ

を

要

求

す

る

こ

と

と

し

、

す

べ

て

の

労

働

者

に

月

額

２

万

円

の

賃

上

げ

と

時

給

で

１

５

０

円

の

引

上

げ

を

求

め

て

い

ま

す

。

最

賃

要

求

と

し

て

、

ど

こ

で

も

誰

で

も

月

額

20

万

円

、

時

間

給

１

２

０

０

円

の

賃

金

保

障

と

す

る

こ

と

を

目

標

と

し

て

い

ま

す

。
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はははは

１１１１

月月月月

22224444

日日日日

にににに

第第第第

１１１１

８８８８

５５５５

回回回回

拡拡拡拡

大大大大

中中中中

央央央央

委委委委

員員員員

会会会会

をををを

開開開開

きききき

、、、、

「「「「

当当当当

面面面面

のののの

闘闘闘闘

争争争争

方方方方

針針針針

」」」」

をををを

決決決決

定定定定

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

まままま

たたたた

、、、、

そそそそ

れれれれ

ぞぞぞぞ

れれれれ

ナナナナ

シシシシ

ョョョョ

ナナナナ

ルルルル

セセセセ

ンンンン

タタタタ

ーーーー

等等等等

でででで

もももも

春春春春

闘闘闘闘

方方方方

針針針針

をををを

決決決決

定定定定

しししし

てててて

賃賃賃賃

金金金金

要要要要

求求求求

等等等等

がががが

出出出出

そそそそ

ろろろろ

いいいい

まままま

しししし

たたたた

。。。。

今今今今

春春春春

闘闘闘闘

でででで

はははは

経経経経

団団団団

連連連連

はははは

、、、、

ベベベベ

ーーーー

スススス

アアアア

ッッッッ

ププププ

もももも

「「「「

選選選選

択択択択

肢肢肢肢

のののの

一一一一

つつつつ

」」」」

とととと

しししし

てててて

いいいい

まままま

すすすす

がががが

、、、、

円円円円

安安安安

にににに

伴伴伴伴

うううう

原原原原

材材材材

料料料料

価価価価

格格格格

のののの

上上上上

昇昇昇昇

等等等等

でででで

多多多多

くくくく

のののの

中中中中

小小小小

企企企企

業業業業

のののの

経経経経

営営営営

がががが

厳厳厳厳

しししし

いいいい

ここここ

とととと

をををを

ああああ

げげげげ

「「「「

すすすす

べべべべ

てててて

のののの

労労労労

働働働働

組組組組

合合合合

にににに

２２２２

％％％％

以以以以

上上上上

のののの

ベベベベ

アアアア

要要要要

求求求求

をををを

求求求求

めめめめ

るるるる

ここここ

とととと

はははは

納納納納

得得得得

性性性性

がががが

高高高高

いいいい

とととと

はははは

言言言言

ええええ

なななな

いいいい

」」」」

とととと

しししし

てててて

、、、、

すすすす

べべべべ

てててて

のののの

労労労労

働働働働

者者者者

にににに

対対対対

すすすす

るるるる

ベベベベ

ーーーー

スススス

アアアア

ッッッッ

ププププ

要要要要

求求求求

をををを

否否否否

定定定定

。。。。

ささささ

らららら

にににに

、、、、

労労労労

働働働働

時時時時

間間間間

規規規規

制制制制

をををを

なななな

くくくく

すすすす

「「「「

残残残残

業業業業

代代代代

ゼゼゼゼ

ロロロロ

」」」」

「「「「

多多多多

様様様様

なななな

正正正正

社社社社

員員員員

」」」」

制制制制

度度度度

のののの

導導導導

入入入入

等等等等

でででで

ささささ

らららら

なななな

るるるる

労労労労

働働働働

者者者者

のののの

働働働働

くくくく

環環環環

境境境境

のののの

悪悪悪悪

化化化化

をををを

目目目目

論論論論

んんんん

でででで

いいいい

まままま

すすすす

。。。。

正正正正

規規規規

・・・・

非非非非

正正正正

規規規規

をををを

問問問問

わわわわ

ずずずず

、、、、

すすすす

べべべべ

てててて

のののの

労労労労

働働働働

者者者者

のののの

賃賃賃賃

上上上上

げげげげ

やややや

国国国国

民民民民

のののの

要要要要

求求求求

実実実実

現現現現

ここここ

そそそそ

がががが

日日日日

本本本本

経経経経

済済済済

のののの

デデデデ

フフフフ

レレレレ

脱脱脱脱

却却却却

のののの

道道道道

筋筋筋筋

でででで

すすすす

。。。。

私私私私

たたたた

ちちちち

国国国国

労労労労

はははは

、、、、

すすすす

べべべべ

てててて

のののの

労労労労

働働働働

者者者者

・・・・

国国国国

民民民民

のののの

要要要要

求求求求

実実実実

現現現現

のののの

たたたた

めめめめ

にににに

職職職職

場場場場

とととと

地地地地

域域域域

でででで

闘闘闘闘

うううう

事事事事

がががが

求求求求

めめめめ

らららら

れれれれ

てててて

いいいい

まままま

すすすす

。。。。

国国国国

労労労労

春春春春

闘闘闘闘

方方方方

針針針針

連連連連

合合合合

春春春春

闘闘闘闘

方方方方

針針針針

国国国国

民民民民

春春春春

闘闘闘闘

共共共共

闘闘闘闘

方方方方

針針針針

「「「「

11115555

けけけけ

んんんん

りりりり

春春春春

闘闘闘闘

実実実実

行行行行

委委委委

員員員員

会会会会

」」」」

春春春春

闘闘闘闘

方方方方

針針針針



新

幹

線

地

本

は

１

月

11

日

、

「

２

０

１

５

新

春

旗

開

き

」

を

都

内

で

行

い

ま

し

た

。

東

海

本

部

を

代

表

し

て

小

山

執

行

委

員

が

、

「

来

賓

の

方

々

か

ら

政

治

及

び

、

衆

院

議

員

選

挙

等

に

つ

い

て

は

報

告

、

問

題

点

ま

た

今

後

の

展

望

と

決

意

に

つ

い

て

は

述

べ

ら

れ

ま

し

た

の

で

、

繰

り

返

し

は

避

け

て

、

春

闘

に

つ

い

て

の

み

報

告

し

ま

す

。

昨

年

12

月

４

日

に

東

海

本

部

は

春

闘

討

論

集

会

を

例

年

通

り

開

催

し

春

闘

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

ま

し

た

。

１

月

７

日

に

執

行

委

員

会

、

地

方

代

表

者

会

議

に

お

い

て

具

体

的

な

本

部

と

し

て

の

要

求

と

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

確

認

し

て

き

た

と

こ

ろ

で

す

。安

倍

政

権

に

な

っ

て

２

年

連

続

の

官

制

春

闘

が

行

わ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

春

闘

と

は

何

な

の

か

、

賃

金

と

は

何

な

の

か

、

を

も

う

一

度

考

え

直

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。賃

金

は

、

我

々

が

運

動

の

中

か

ら

勝

ち

取

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

、

再

度

胸

に

刻

み

要

求

獲

得

に

む

け

て

こ

の

15

春

闘

を

皆

さ

ん

と

闘

い

抜

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

職

場

か

ら

春

闘

を

盛

り

上

げ

て

い

く

た

め

に

ポ

ス

タ

ー

の

掲

示

、

三

大

要

求

の

作

成

、

現

場

コ

ミ

ュ

ニ

ュ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

活

用

し

た

取

組

み

を

積

極

的

に

取

組

ん

で

い

た

だ

く

こ

と

を

お

願

い

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

と

も

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

」

と

、

あ

い

さ

つ

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

参

加

者

は

和

や

か

に

歓

談

し

て

春

闘

へ

む

け

て

英

気

を

養

い

ま

し

た

。

東

海

工

務

協

は

２

０

１

４

年

12

月

13

日

、

静

岡

交

通

ビ

ル

で

第

26

回

定

期

委

員

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

は

じ

め

に

寺

崎

議

長

が

、

「

諸

計

画

に

伴

う

要

求

は

前

進

し

な

か

っ

た

が

、

新

幹

線

の

複

合

線

閉

が

一

時

的

か

も

し

れ

な

い

が

実

施

さ

れ

な

く

な

っ

た

。

来

年

に

つ

な

げ

た

い

」

「

組

織

拡

大

は

国

労

の

重

要

課

題

。

皆

で

奮

闘

し

た

い

」

と

あ

い

さ

つ

し

ま

し

た

。

続

い

て

全

国

工

務

連

絡

会

の

湯

浅

議

長

か

ら

は

、

「

今

年

は

総

会

を

取

り

や

め

、

札

幌

に

て

代

表

者

会

議

を

開

催

。

単

一

組

織

の

優

位

性

を

生

か

し

て

北

海

道

工

務

協

の

仲

間

を

激

励

し

、

検

査

改

ざ

ん

は

自

分

た

ち

こ

と

と

し

て

交

流

を

深

め

た

」

と

来

賓

あ

い

さ

つ

が

あ

り

ま

し

た

。

東

海

本

部

の

小

山

執

行

委

員

が

、

「

諸

計

画

交

渉

の

際

、

会

社

回

答

の

対

応

問

題

で

時

間

を

費

や

し

時

間

切

れ

と

な

っ

た

。

今

後

要

求

を

精

査

し

交

渉

し

て

い

き

た

い

」

と

報

告

し

ま

し

た

。討

議

で

は

新

幹

線

か

ら

、

「

複

合

線

閉

は

問

題

だ

。

線

閉

責

任

者

は

安

全

確

認

が

で

き

な

い

状

態

」

、

名

古

屋

か

ら

は

「

要

求

を

職

場

代

表

者

会

議

で

議

論

し

て

ま

と

め

て

き

た

。

分

細

時

の

六

条

線

閉

の

直

轄

責

任

者

問

題

な

ど

を

地

方

交

渉

で

取

り

組

み

た

い

」

、

静

岡

か

ら

は

「

職

場

要

員

が

少

な

い

、

簡

易

修

繕

は

列

車

見

張

員

三

名

で

作

業

員

一

名

と

い

う

変

則

的

な

対

応

を

し

て

い

る

」

と

の

報

告

等

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

２

０

１

４

年

度

の

方

針

案

が

満

場

一

致

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

２

０

１

４

年

度

の

役

員

に

、

議

長

・

寺

崎

浩

、

副

議

長

・

鈴

木

好

美

、

事

務

長

・

尾

崎

仁

、

幹

事

・

柴

田

研

悦

、

同

・

三

代

正

臣

、

同

・

布

村

英

則

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。
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場場場場

やややや
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でででで
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的的的的
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活活活活

用用用用
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